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被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 案 要 綱 
第 一 目 的 の 改 正 （ 第 一 条 関 係 ） 

被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 （ 以 下 「 支 援 金 」 と い う 。 ） の 支 給 制 度 の 充 実 を 図 る こ と に 伴 い 、 法 律 の 目 的 を 、

「 自 然 災 害 に よ り そ の 生 活 基 盤 に 著 し い 被 害 を 受 け た 者 に 対 し 、 都 道 府 県 が 相 互 扶 助 の 観 点 か ら 拠 出 し た

基 金 を 活 用 し て 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 を 支 給 す る た め の 措 置 を 定 め る こ と に よ り 、 そ の 生 活 の 再 建 を 支 援

し 、 も っ て 住 民 の 生 活 の 安 定 と 被 災 地 の 速 や か な 復 興 に 資 す る こ と 」 に 改 め る も の と す る こ と 。           

第 二 被 災 世 帯 の 定 義 の 改 正 （ 第 二 条 関 係 ） 

  被 災 世 帯 と は 、 政 令 で 定 め る 自 然 災 害 に よ り 被 害 を 受 け た 世 帯 で あ っ て 一 か ら 四 ま で に 掲 げ る も の を い

う も の と す る こ と 。 

一 当 該 自 然 災 害 に よ り そ の 居 住 す る 住 宅 が 全 壊 し た 世 帯 

二 当 該 自 然 災 害 に よ り そ の 居 住 す る 住 宅 が 半 壊 し 、 又 は そ の 居 住 す る 住 宅 の 敷 地 に 被 害 が 生 じ 、 当 該 住

宅 の 倒 壊 に よ る 危 険 を 防 止 す る た め 必 要 が あ る こ と 、 当 該 住 宅 に 居 住 す る た め に 必 要 な 補 修 費 等 が 著 し

く 高 額 と な る こ と そ の 他 こ れ ら に 準 ず る や む を 得 な い 事 由 に よ り 、 当 該 住 宅 を 解 体 し 、 又 は 解 体 さ れ る
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に 至 っ た 世 帯 
三 当 該 自 然 災 害 に よ り 火 砕 流 等 に よ る 被 害 が 発 生 す る 危 険 な 状 況 が 継 続 す る こ と そ の 他 の 事 由 に よ り 、

そ の 居 住 す る 住 宅 が 居 住 不 能 の も の と な り 、 か つ 、 そ の 状 態 が 長 期 に わ た り 継 続 す る こ と が 見 込 ま れ る

世 帯 

四 当 該 自 然 災 害 に よ り そ の 居 住 す る 住 宅 が 半 壊 し 、 基 礎 、 基 礎 ぐ い 、 壁 、 柱 等 で あ っ て 構 造 耐 力 上 主 要

な 部 分 と し て 政 令 で 定 め る も の の 補 修 を 含 む 大 規 模 な 補 修 を 行 わ な け れ ば 当 該 住 宅 に 居 住 す る こ と が 困

難 で あ る と 認 め ら れ る 世 帯 （ 二 及 び 三 に 掲 げ る 世 帯 を 除 く 。 第 三 に お い て 「 大 規 模 半 壊 世 帯 」 と い

う 。 ） 

第 三 支 援 金 の 支 給 要 件 及 び 支 給 内 容 の 見 直 し （ 第 三 条 関 係 ） 

 一 都 道 府 県 は 、 当 該 都 道 府 県 の 区 域 内 に お い て 被 災 世 帯 と な っ た 世 帯 の 世 帯 主 に 対 し 、 当 該 世 帯 主 の 申

請 に 基 づ き 、 支 援 金 の 支 給 を 行 う も の と す る こ と 。 

二 被 災 世 帯 （ 被 災 世 帯 で あ っ て 自 然 災 害 の 発 生 時 に お い て そ の 属 す る 者 の 数 が 一 で あ る 世 帯 （ 五 に お い

て 「 単 数 世 帯 」 と い う 。 ） を 除 く 。 以 下 第 三 に お い て 同 じ 。 ） の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 百 万 円



  三

（ 大 規 模 半 壊 世 帯 に あ っ て は 、 五 十 万 円 ） に 、 当 該 被 災 世 帯 が １ か ら ３ ま で の 一 に 掲 げ る 世 帯 で あ る と

き は 、 そ れ ぞ れ 、 １ か ら ３ ま で に 定 め る 額 を 加 え た 額 と す る も の と す る こ と 。 
１ そ の 居 住 す る 住 宅 を 建 設 し 、 又 は 購 入 す る 世 帯 二 百 万 円 

２ そ の 居 住 す る 住 宅 を 補 修 す る 世 帯 百 万 円 

３ そ の 居 住 す る 住 宅 （ 公 営 住 宅 法 第 二 条 第 二 号 に 規 定 す る 公 営 住 宅 を 除 く 。 ） を 賃 借 す る 世 帯 五 十

万 円 

三 二 に か か わ ら ず 、 被 災 世 帯 が 、 同 一 の 自 然 災 害 に よ り 二 の １ か ら ３ ま で の う ち 二 以 上 に 該 当 す る と き

の 当 該 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 百 万 円 （ 大 規 模 半 壊 世 帯 に あ っ て は 、 五 十 万 円 ） に 二 の １

か ら ３ ま で に 定 め る 額 の う ち 最 も 高 い も の を 加 え た 額 と す る も の と す る こ と 。 

四 二 及 び 三 に か か わ ら ず 、 第 二 の 三 に 該 当 す る 被 災 世 帯 で あ っ て 政 令 で 定 め る 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る 支

援 金 の 額 は 、 三 百 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 政 令 で 定 め る 額 と す る も の と す る こ と 。 

五 単 数 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 に つ い て は 、 二 か ら 四 ま で に よ る 額 の 四 分 の 三 と す る こ と 。 

第 四 施 行 期 日 等 （ 附 則 関 係 ） 



 一 こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 一 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 政 令 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る も の

と す る こ と 。 

 二 こ の 法 律 に よ る 改 正 後 の 支 援 金 の 支 給 制 度 は 、 こ の 法 律 の 公 布 の 日( 以 下 「 公 布 日 」 と い う 。 ） 以 後

に 生 じ た 自 然 災 害 に 係 る 支 援 金 の 支 給 に つ い て 適 用 し 、 公 布 日 前 に 生 じ た 自 然 災 害 に 係 る 支 援 金 の 支 給

に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る も の と す る こ と 。 

 三 二 に か か わ ら ず 、 平 成 十 九 年 能 登 半 島 地 震 に よ る 自 然 災 害 、 平 成 十 九 年 新 潟 県 中 越 沖 地 震 に よ る 自 然

災 害 、 平 成 十 九 年 台 風 第 十 一 号 及 び 前 線 に よ る 自 然 災 害 又 は 平 成 十 九 年 台 風 第 十 二 号 に よ る 自 然 災 害 に

よ り 被 災 世 帯 と な っ た 世 帯 の 世 帯 主 が 公 布 日 以 後 に 申 請 を 行 っ た 場 合 に お け る 支 援 金 の 支 給 に つ い て は 、

こ の 法 律 に よ る 改 正 後 の 支 援 金 の 支 給 制 度 に よ る も の と す る こ と 。 

 四 そ の 他 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の と す る こ と 。                              


